築山山水庭造伝

１序文

■
夫山水の起を尋ぬるに、本朝にては文徳天皇南殿の御庭の山水は、太政大臣良房公の御作也。宇多院の山水ハ、昌泰三年に御出家ましてのち、亭子院へうつり給ふ。此院の山水ハ寛平法皇の御作なり。太政入道清盛福原の新内裏の山水は大蔵大輔喜成作れり。御深草院の御子、禅林寺殿御出家ありて、東山の山荘の山水ハ仁和寺の僧正了偏の作なり。嵯峨天龍寺及び西芳寺等の庭ハ夢想国師作り給ふ。天竺には悉多太子八相成道の因うちにきざし、王宮を出させ給ハん事を、御父大王に望ミ給ふ。大王ゆるし給ハざれども、兎角王宮を出給ふべき気色見へ給へバ、御父大王是を嘆き、いかにもしてとどめ奉らんために、太子のまします宮殿の四方に四季の景色絶ざらしめんとて、東にハ春の景色の山、南にハ夏の景色の山、西にハ秋の景色の山、北にハ冬の景色の山を造らせ給ふ。これ山水の始なり、これをかたどり、本朝にてハ鳥羽の辺城南の離宮の四面に四季の山を作り、時折この景色ことの葉も及バれぬばかりの風情なりとかや。されども代うつり、さまかハりて今ハただ秋の山のミ残れり、其後相阿弥といふ人、古木流れをつたへ此道に妙を得て、古法のごとく東山慈照院銀閣寺の庭、又ハ大徳寺大仙院の庭など、ここかしこに作りをかれしなり。今ここに往古達人の教を始に記し、次に所々勝景の庭の図を模し、此道を好々給ハん人の便となし待るなり。
■２山水作りやう方式　もやう

凡山水の作りやうハ、第一地形のつもりを肝要とす、是より山水のもやうを割出し、石を建、草木を植て景色を顕すものなり。たとヘバ漢土の廬山を模し、西湖の面影を作るなど、其つもり委く計りしりがたきやうなれども、僅に尺寸の紙に写したる図を見ても、即時に地形木石のもやうを胸中に会得して庭坪の広狭に随ひて、築山遣水をこしらへ出すこと、此道の巧達とす。

庭を作らんと欲する人ハ平生風景勝れたる地に到り、其概を紙に書写し、心覚えとして自身の胸の内にもやうを考え斗見るべし。此工夫を鍛練せバ自然に巧者と成るべし。但其所の景を見て摸さんと尽く地取をせバ、景数多ある所にてハ五日六日にも考へがたかるべし。故に景地を望ミ見るに習ひあり。庭坪地形の古法あり。以上築山第一の伝とす。

第二ニ建石の吉凶、草木を植る所の善悪を旨とし建石の据やう、畳やう是を極秘事とす。たとへ狭庭なりとも、万里の高山を畳、数千丈の瀑布を漲り落とし、遠水巨海の到景をあらハす事の手段、ただ水石の畳やうにあり。以上築山第二の伝とす。

第三に真行草の格に因って気象体志を弁ふべし、是庭坪地形の時より巧出せることにハあらず。大概木石を植並て気象体志を心に含、造り出せること也。たとへ平庭にここかしこ石を据置にも悉体格を備え造化自然の妙を現すこと山水の極意とす。いかほども模様面白品々の景ありとも気象拙く体格ととのハざれバ、築山の正理を失ひ、其主人の意まであさましくおぼえ待る。按に天下方物に熟縁ことごとく具われり。文字ニ熟字縁字あるがごとし。是自然と定りたる理にてこれに背くを離別といふ。人に弁へしることなれども、今新にものを造り出す時、心をつけざれば卒爾にして縁離る過失あり、故に庭を造るにもやう而己に気をつけて、縁不縁の差別もなく、卒忽に一木一石にても並ぶべき事にあらず、此一事は数多く紙筆に記し尽しがたし、此巻の左に一二の大綱を示して准へしる便とせり。以上築山第三の伝とす。此外口授秘伝ありといふとも此三ツの内を遁るべからず、見るもの忽にすることなかれ。

· 三忌五禍の石の事

山水ハ立石に三忌五禍とうふて嫌ふ事あり、三忌とハ、一つにハ家の棟をきる石をいむべし。長き石を端より奥へ伏して、其家の棟に違いをいふなり、但山溪の奥などハ苦しからず、一にハ主人島の前に凸かくのごときかどありてすハらざす石をいむ。三つにハ客人島の前に面欠けたる石を忌なり。五禍とハ一つハ頭大きにして地ぎハ石を嫌ふ。二つにはニ神石を立ざるを嫌ふ。三つには礼拝石を立ざるを嫌ふ。五つには守護石なきを嫌ふとしるべし。

· 二祥三吉といふ事

ニ祥といふハ、一にハ東南面の庭を祥といふ。二つにハ滝の後ろ高山大木あるを祥とす。三吉とハ主人石に安居石を立るをいふ。二つにハ面前の松をすくやかなる木ぶりを植るをいふ。三つにハ庭前に砂利をまくをいふ、これを三吉と表す。

■面に植ざる草木の事

万年青、紫竹、面に植えざるなり、おもとハ名わろし、紫竹ハ蛾皇女英の涙より染め出したる竹なりとかや。又芭蕉を主人石に植ざるハ風にあひて破れやすきゆへなり。

· 蓬莱の背暇に橋をかけざる事

中央の島、蓬莱の形ならバ橋を懸べからず、海中にある島にて仙人のすすめる所が故なり。吹上島ながれず、塩浜の意なる処にハ耳石をうたず、又苔をふせず、砂利をまくは吹上たるていにまくなり。

· 本所離別といふ事

本所離別といふ深山に生べき物を水辺に植、水辺に生ずる物を野山にうゆべからず。

■冬木故木面前に植ざる事

冬木とハ何にても早く葉の落る木をいふなり。但梅などはくるしからず。以上各不相応とも離別ともいふなり。是等の忌嫌をよくよく考えて除くべし。

■平野の事

平野ハ尾上の意なり、石を立つべからず。

■山水遠近の事

遠山ハ低、近山ハ高し、遠水ハ高く、近水ハ低し、此意を以て築山、遣水の巧をなすべし。

■築山不相応の事

築山立石ハ真行草の古法あり、徃昔相阿弥の作られし図式を見て会得すべし。今板行して世に流布するゆへ此書に漏侍るなり。然れどもあながちに図のごとく庭を作らんとせバ心のままなり、岩石なく、却って庭の模様かたくして偏屈なるべし。古法を見て作意のもとたてとすべし。小庭にあまり大石をて偏屈なるべし。古法を見て作意のもとたてとすべし。小庭にあまり大石を立ちならべ、大庭に小さき石を居る事第一の不相応なるべし。又小庭に真の山水にせハしきやうにて見にくかるベし、但功者の上にてハ狭庭に真の山水を風流に作りたるハしほらしくてせハしかるまじ。当世ハ大概行草を専として難ならんか。峰なからんか。峰の高さも右の意に同じ。

■築山泉水比喩の事

凡山水の表示品々あり。公武農商の家々の庭ハ古事を表し、守護蓬莱二神等の名目あり、仏者寺院等の庭ハ釈門の名目を表すこと勿論なり。故に此書古人の定め給ふ名目を挙て、僧俗二家の比喩を下に記すものなり、視人其好むところに随ふべし。

■景地を望ミ見て写しやうの事

是山水を作る第一の伝なり、景勝れたる所に到り、此形を庭に写されと欲せば、其所の正面より真中の景を見て、峰の上に形、中ほどの形を見わたし、其間に有しかと目に立たる木石の形を見て、是を画図紙に書写し、山下に谷或ハ流れあらバ、其下のもやうを写し、夫より左の方の山峰谷或ハ滝あらバ、其形を上中下と見わたして、又画図紙の左の方に写し、扠右の方の山峰より下へ同じく上中下と見わたし、いづれも其間の木石の形を画図紙の右の方に写し、夫より山より下の左右中の景をとくと見わたして各紙に写し、扠左へよりて向の景を見わたして、左より見る所の景を紙に写し、又右の方へよりて向ふの景を見わたして、右より見る所の景を紙に写し取べし、かくのごとく望ミ見て目に立所の高低曲直、其間間の木石の形をとくと見覚えて写し取るべし。池の形江湖の景を写すにも、右のごとく手前の正面より向ふを三段に見渡し、又左より見わたし、右より見渡して、其間の模様を紙に書て心覚へとすべし。畢竟山嶺滝谷等上中下の模様を写し、湖海川沢池等も目に及向ふの端々中ほどと、手前の岸と、いづれも三段に見て景を取べきなり。景地に到り悉く其模様写さんとせバ、数多の景に見迷ひ幾度にも斗しりがたく、心を労する費たり。右のごとく考ふれば景の見所の眼を写し、築山に摸して、恰其景地に到り見る心地すべし。然れども此伝は度々景地を望ミ見ざれバ工夫出がたきものなり。此伝のごとく心得て折ふしごとに山水の致景を見習ふべし、是山水を摸す秘術たり、妄に語ることなかれ。

· 石の立様木の植様の事

大概古法の図を考て石の立所、木の植所を旨とし、畢竟岩石を集て恰好を見つくろひ、立石伏石峰滝島等に居べき工夫を斗ぬべし、始より庭のもやうを定むべき事にあらず。岩石を見て自然と面白き景をあらハす事此道の妙にして教外別伝ともいふべし。すべて造化自然の体を貴ぶ。強て巧過たるを嫌ふ。石の居不居といふ事、自然の景といふことを忘れバ必ず石居がたき者なり。惣じて山水の摸やうハ柔和にして幽深玄遠ならん事を欲し、新造自如の境に趣を功達の作意とす。木の植やうも亦かくのごとし。面前の近き所ハ枝ぶりの風流なるを用ひ、山峯島瀑布等石の相応を見合、景を摸して植ゆべし。植込の樹木ハ繁くして、其中に漉をなすべし。古人栖震亭苔日冷烟山腰纏暗水石骨列。風欲して松まず鳴なり。いまだ雨降らずして苔すでに滑らかなりと、是神仙気を含みたる好山水の風景眼前にあらハるるがごとし、此意味を悟べし。

■立石陰陽の事

高く立たる石は陽の石と心得べし。故に滝口は水をつかさどる故に陰なれバ、必滝口に高く立たる陽の石を立べし、陰陽和合の道理なり。横なる石は陰の石と心得べし。陰陽和合の意得肝要なり。惣じて、石に限らず木草にても竪を陽と意得、横を陰と意得べし、不立石、不臥石、中程の石をば陰陽和合の石としるべし。又川除石はいか程もあれ名あり石の数に入らず。

■滝の事

竜門或ハ廬山の瀑布等を形容ことあまたあり、寺院等の滝口ハ無熱地の滝口をかたどるなり。五天竺の北、大雪山の頂に無熱地あり、此水流れて四大海へ落る。東ハ銀牛口より流れ出て、ごう伽河となって東海に入る。南ハ金象口より流れて信度河となって南海に入る。西は獅子口より流出して縛蒭河となって西海に入る。北ハ瑠璃亭口より流れ落て、徒多河となって北海に入る。此界ハ南洲なるが故に金象口を表す。依て山水の滝口は大方東南の方にあるべし。然りといえども大概座敷の上に構ゆる故に、西北にもあるべし。先ハ座敷の上の方に滝口ありとしるべし、滝口南にあらば北方に必香染山あるべし、山なくば樹を植べし。

■滝副の石の事

滝口に必滝副の石とて大石を立るなり。仏者ハ不動石といふ、其左右に童子石を立べし。或ハ八つ或ハ四つ、或ハ二つなり。是則八大童子四童子二童子なり。不動石の下に石座を立る。不動明王ハ大盤石に坐し給ふなり、此石ハ有無不定なり。
■蓬莱山の事

山水の中央に蓬莱山あるべし。是祝言なり。蓬莱山ハ亀の形なり、故に亀頭石、両手石、両脚石、尾崎石を立べし。此立様もっとも大事なり。此島を中島といふ、必松を植るなり、もし木なき時ハ亀の形の石を立るなり。

■二神石の事

山水の前、両の端に必二神石を立べし、又二王石ともうふ、又二柱石ともいへり。石の形により、二つ三つ副るなり、作者の心にしたがふ、二王石に陰陽あり。

■山水に橋のかけ所の事

山水に橋のかけ所ハ、必河すそと中程とにあり、滝口に朽木を以て橋をかくる事あり、是ハ猿などのつたひ行心なるべし。
■滝口の石の事

滝口の石に水受石、溪副石、浪分石、水分石などいふ石あり、是山水の一大事なり、能図を考へて立べし。
· 水吐の事

河すそを水吐といふ、又滝口南にあれば水吐北の方にあるべし。無熱地の北口を徒多河といふ、故に徒多流といへり。
■河すその石の事

水除石、落水石、浪受石、塵流石、木葉返石、水門石等あり。
■客人島の石の事

山水の両の端に必二島あり、端近くある島を客人島といふなり。此島に客拝石、対面石、履脱石、鴎宿石、水鳥岩などあり。

· 主人島の石の事

山水の両の端に二島あり、さしよりにある客人島といふ、奥にあるを主人島といふ。此島に安居石、腰息石、遊居石などあり、此外別石ハいくつありても数に入らず。
■礼拝石の事

三神石の前に礼拝石あるべきなり、石によって一ツ二ツ三ツあり、三神石の北に山あるべきなり、山なくば木あるべし。
■山にある石の名の事

左の方奥の高山に山頂石、嶺脚石、山腰石、慶雲石、霧陰石、晴月石、月陰石（影石）などあり。又山路に道居石、行路石、かやうの石類なり。月陰石ハ西の山にあり、吐景石ハ東の山頂にあり、山水の石の多少ハ真行草に依て不定なり。

■上坐石の事

上坐石ハ山の間にあり、主人島にも客人島にもあり、いづれも木のもとなり
■橋挟の石の事

石橋に必橋挟の石四ツあるべし、但所に依て三ツも一つもあるべきなり、大概山水にある立石の名かくのごとし。

■水際の石の事

水際に遊漁陰といへる石あり、下のすきたるを立べし。
■石の名の事並にあり所の事

鴛鴦石、水禦石、垂釣石、虎渓石、豹陰石、遊山石、盃石、帯石、硯滴石、硯用石、筆石、筆笳石、怒濤石、

· 溪間に植る物の事

蕗、芝蘭、紫苑、菊、玉簪花、芍薬、萱草等島の谷間に植べし。

· 草木植所の事

梔子、柏、楓、葛、山にあり、女郎花、野にあり、万年韮、梅、菅、島山にあり、沈丁花、丁子、栂、藤、百合草、山類なり、蓮、菖蒲、沢にあり、芙蓉、銀杏、伊吹、一八、黄梅、躑躅、山類又島にあり、名草、名木其数多かるべし。

· 田畠の事

大なる山水に、山陰谷間などに田畠などの意もあるべきなり、又河すそに作る事もあり。

■九字の石立やうの事

山水の作様ハ公卿武家寺社等皆同事なり。然りいへども山水に少習ひあり、石を四竪五横と立るなり。是則九字の心にてかくのごとく石を立れば怨的悪鬼等を払ふの義あり。長く欠たる石、三角なる石、片下りなる石、戸板のごとく横に立たるは四竪五横の石にあらず、かやうの石ハいづれもそへ石の分なり。四竪五横の石は立石四つ、平なる石五つ立るなり、不立不臥の石は竪横の石にあらず、分別あるべき者なり。

■竪横の外の石の事

図　かやうの形の石ハいか程ありても竪横の石の数に入らず、副石にすべし。四竪五横の石の立やう、右の図のごとし、但同形の石を四所に立れば見にくきなり。立るともさすが目に立ざるやうに意得て立べきなり、尤作者の意にあるべし。
· 上坐石の秘事

寺院等の山水に一つの習秘事あり、山の麓に木を植て、木の本に平石をすえるなり。此石を上坐石と号せり。其石の因縁は、天竺摩訶陀国伽耶山の麓に歓喜樹といふ木あり、其下に上坐石といへり石あり。三世の諸仏出世の時、此岩の上にて正覚なり給ふ故に、正覚石ともいふなり、又三界独尊石ともいふなり。此石をかたどり庭中に立をきて座するときは、凡心を転じて正覚の縁をむすぶなり。惣じて仏道に入事は表示を本とず。或ハ客人島、主人島にも此石の意あるべきなり、是を上座石の大事といふ、別に所を構へておくべきなり。

· 呂律の石立様の事

律ハよくすハりたる石をいふ。もしかけたる所にハ副石を立、弱き方にも石を立そへて、威儀具足するを律といふ。呂とハ一ツづつ二所三所に其闇を五六寸或ハ一尺程のけて切々に立をく、是呂なり。人の振舞に仁義礼智信をしりて其ごとく行なふを律義者といふ、五常かけてかた落なるを呂な人といふごとくなり。かくのごとく其形すハりたるハ律なり、すハらざるハ呂なり。律ハ吉事にて生の方、呂ハ凶にて死の方、律は陽、呂ハ陰なり。故に呂の石を一向立まじきにあらず、呂律の二徳を以て万物出生する故に、呂の石ハ所により山陰にあるべきなり。

· 真の山水に仏菩薩の御名を配当する事

凡山水ハ西方浄土九品の曼荼羅を表す、故に石悉く仏菩薩明王等の御名り。又山島、平沙皆是九品の次第なり、故に山水ある所へハ仏菩薩常に御影向ありといへり、毎日塵埃を払ふべしと云う。

· 九品の次第

三尊石のあり所ハ上品上生なり。左の山ハ上品中生也。右の山ハ上品下生也。中島ハ中品上生なり、山腰島は中品中生なり。滝腰ハ中品下生なり。尾崎左の島ハ下品上生なり。右の島ハ下品中生なり。平浜ハ下品下生なり。立石ハ二十五菩薩なり。中川ハ七宝の池なり。池中の掛橋ハ則弘誓の橋にて大勢至菩薩影向の蓮台なり。或ハ又十六大菩薩、十二天、十二官、二十八宿にもかたどるなり。

· 仏菩薩御名の事

阿難、加葉、加旃延、驕梵、波提,、富楼那、須「ぼさつ」、羅喉羅其外大阿羅漢等不休息菩薩。満月菩薩、宝月菩薩。四大天王、跋難陀竜王、阿修羅王、難陀竜王、釈提植因、日天、月天、皆是釈迦会座也。
· 五大配当の事

山水に地水火風空の五大配当の事、是亦別して秘伝なり、水ハ海なり、火は草木の花なり、風は咲すも散すも風のわざなり、空は諸草諸木枝葉青きハ空の色なり五色なり。則又五行なり、五倫なり、故に本有にして法界の体なり、是又仁義礼智信の五常とも心得べきなり。

· 山水を愛する心得の事

夢窓国師の云、古へより今に至るまで山水といひて山を築き、石を立、樹木を植て水を流し、嗜み愛する人多し。其風情ハ同じといえども、其意趣は各異なり、或ハ我心にハさしも面白と思はねども、唯家のかざりにして、世の人にいみじげなる住居かなといはれんために植たる人もあり、或ハ万事に貪着の心ある故に、世間の珍宝を集めて愛する中に、山水をも愛して、珍石樹を選び求めて集めをきたる人あり、かやうの人は山水のやさしき事をバ愛せず、ただ俗塵を愛する人なり。白楽天小地を堀て、其辺に竹を植て愛せられき。其語に日、竹ハ是心虚けれバ我友とす、水ハよく性浄ければ吾師とすと云々世間に山水を好ミ給ふ人、同くハ白楽天の意のごとくならば実にこれ俗塵を離れ、天性淡泊にして唯詩歌を吟じ泉水に嘯て心を養ふ人あり。烟霞の痼疾、泉石の膏盲といへるハ、かやうの人の語なり。是をバ世間のやさしき人といひつべし、たとへかやうなりとも、もし道心なくバ是亦輪廻の基なり、或ハ此山水に対して眠を覚し徒然を慰めて道を行ふの一助とするこそ、まことに貴しともいふべし、然れども山水と道を行ふとを以て差別セバ真実の道人とハいふべからず、或ハ山、大地、草木、瓦、石、皆悉是を自己の本分なりと信ずる人。一旦山水を愛する事ハ世の情に似たれども頓て其世情を道心として泉水草木の四季にかはる気色を工夫とする人あり、もしよくかやうならば、道心の山水を愛するもやうとしるべしと云々、故に密宗ハ此山水を見て六大法身当即自而真の旨を覚知し給ふべし。天台宗ハ一色一香無非中道のさとりを得、小乗とる人ハ四季の転変を観じて無常の心を起すべきなり。
· 山水の在所に性をしる事

南に山水あるハ火姓の庭也　北に山水あるハ水姓の庭也

東に山水あるハ木姓の庭也　西に山水あるハ金姓の庭也

南に山水あるハ北向の庭也　北に山水あるハ南向の庭也

東に山水あるハ西向の庭也　西に山水あるハ東向の庭也

· 相生相克の事

木姓の人ハ北相生　西相剋

火姓の人ハ東相生　西相剋

土姓の人ハ西相生　北相剋

金姓の人ハ西相生　東相剋

水姓の人ハ南相生　南相剋

然りといへども古へよりある庭ハくるしからず、始て山水を造る時ハ其地を然りて佳也、深秘口伝可秘

右の山水ハ諸仏影向の蓮台なる故に、いかなる所にても方角をかまハず造りて苦しからず。却て其家の守護となるべし。此のごとくなりといへども、山水の法式をもしらず、ただ推量に石を立、樹を植は、守護をハ成べからず、分別あるべき事なり。

· 石を畳といふ事

世に云伝ふ金岡水石を畳む事妙なりと、凡石を畳むといふ事ハ間尺僅に定りたる庭に、深山幽谷の趣きをあらハす手段にして尤名人の作意にあり、未練の人の及ぶべきわざにあらず、其大旨を談ぜバ、石の竪横を見計ひ面前より奥へ居ならべて其あしらひの樹木高低を別て植、或ハ石の根を隠し、或ハ石の中央をあらハに見せず、模様を品々替て是をあしらひ、副石の遣ひやうに心をこめて、面前より奥の方へ、山峰幾重も畳たるごとく景をあらハす。是を石を畳むといふめり。たとヘバ十三段に畳、十九段に畳重ぬることにハあらず、石のつかひやう、あしらひにて、幾重にも模様をあらハし、さながら十三畳にも十九畳にも見ゆるといふことなり。又小庭平庭に石を畳むといふことあり、別に秘授なれば爰に漏し侍る。滝を造るに上より下まで一筋にあらハるれバ滝低がごとくにして風景すくなし。滝の上を樹に隠し、あらハに見せず、滝の中央に岩ハ樹の枝のさし出たる形をなし、水落の脇に草などあしらひ、滝を悉にあらハに見せざれバ自数丈の飛布を見るがごとき思ひあり。池も又しかり。池の形四方あらハ見ゆれバ、何ほど広き池なりとも其広のミを見尽して風情すくなし。小き池なりとも形を面白く曲をなし、此彼所草木石のあしらひにてあらハに見せざれバ、自湖海眺望の気象も篭るべし。是等の工夫山水を造る極意、深く味ふべき事にこそ。

· 山水気象体志の事

山水に気象体志を備ふること弁知べき要たり。気象といふハ築山遣水を造るに其主人の意を応じ自然の気味を象出すことも尤も得難きものなり、詩家に気象を写し出すといへるに同じ、輪苑気、山林気、出世気、神仙気、儒先気などと差別を立ること、此道の工夫にあるべきものなり、体志といふも詩家の説に同じ、作り出せる山水に自然と体格備ハり、高逸貞静徳誡等の志をあらハすことの妙理なり、景を面白く写さんと品々の模様を巧過れバ気象を失ひ、体格定らず、却て鄙俗の体をあらハす事多し、慎むべき第一なり、すべて物好きのいやしきとしほらしきとハ気象のなすわざなれバ始に気象の野を離れ只自然の江山幽地の思ひをめぐらして仮初にも浮華の態をなすべからず、尤も庭はめでたき表事を作るといへども、元来山水を写したる物なれバ村里偏地のありさまをあしらふべし、田舎めきたる景ハいやしきとて捨ることにハあらず、気象の拙くいやしきとハ無理につくろひかざりを表としたるをいふるべし。気象正しければ体志の乱るる事なし、次の巻の図を考へて体格を弁知べし。
· 遠方の景を我庭前へうくる伝

自然の地景を用ひて、庭を作るに猶以作者の働きあるべき事なり。書院座敷等の椽より見渡し境内の山をひくめ、又ハ樹木等をきりて遠き眺望の景を庭前へうつしうくる事あるべし。

· 茶人の庭作りやうの事

茶人の庭ハ作りたると見へざる様に、或ハ在家市中ながらも山林深谷へ入れたるやうに作りなすべし

· 水なき庭の事

水なき庭ハ山島にてなきところを、白沙にして川のかハりに白沙を用ひ、滝も水なき滝なり、作りやうかハる事なし。

· 石燈篭置様の事

石燈篭の置所ハ作意品々あり。次に巻にある図を考へて置所をしるべし。高さの事さまざまの伝あれども強て寸尺に拘べからず。只燈篭の大小、庭の広狭に応じて恰好見合せ肝要なり。火影泉水のうつりを計ふべし。燈篭の石柱、四角なるハ直に方面を見せてハ風情すくなし。角をすこし背て立てれば幽遠にして面白し、かやうの事、都て庭の摸やうに心得ある事なり。
· 大なる立石を直しやうの事

守護石滝副等の大石ハ月を経て地中へ鎮低なるものなれバ造庭を時々見あらため若石しづまバ能ほどに直すこと甚労煩なるものなり、是をなをすに大石なれば其側の草木を除き大勢の力を以て引上直すこと甚労煩なるものなり、是を容易直す手段あり。其直すべき石を薦にて包、両方よりはね木を括りつけ枕木を敷てはね木の端にても土俵にても重りをかくれば立石抜き出るを一人して石のゆがミを自由に直し石の根に土を入て能ほどに改め直すべし。此法人数を用ひず、石の側の樹木等を除き損ずる費なくして尤良計なり。

右の条々徃昔達人の記し置給ふ秘書の中より抜萃て粗文句の暁しがたき所を俗語に解して同志の人々に示す。敢て愚意の管測にあらず、視人苟且に考えることなかれ。
· たたき土の泉水に魚を育つる事

たたき土の泉水ハはじめより魚を入べからず。石灰の気あるゆへ魚そだだざるなり。三十日も経て後、よくよく水をかへて後、魚を入べし。たたき土をたたく時に青石の平かなるをたたき入れバ魚よく保つなり。尤壺を横に埋ミおくべし、魚隠れなり。「むつ」といふ魚は育ちかねるものなれども、大きなる青石を水中へ入をくときハよく育つなり。浅き泉水ハ寒暑ともに魚そだたず、水をかゆるにハ半分程づつ水を残しかゆべし。皆かへれバ魚死するなり、極寒雪中などにハ小き泉水にハあほひをすべし。
· 金魚を養ふ方法

金魚を養う法ハ、ももほうづきという虫を喰すべし。ももほうづき取やうハ、其虫多くある所を泥をすくふて、瓦の中へ入、半日ほど日にほし、扠此泥を打あけて見れバ、虫一処へあつまり居るなり。是をとりて金魚を養ふべし、蜆の肉をとりて折々養ふべし。
· 溜り水の泉水の事

溜池のごとき泉水にても滝口と水吐とのかたちを作るなり。

· 杉苔植やうの事

杉苔を植るにハ下地の土をかきならし、和らげをき、其上へ杉苔をふせて、よくよく踏付、其上へ土をふるひかけて日かげの時折々水をそそげバよくつくなり。

· 松の植やうの秘伝

松ハ二月に植てよし。湿気を嫌ふ故に下へ炭の粉、木の葉を入、根へ蒟蒻を入植べし、折々川「きゅう」を煎じ冷てかけてよし。

· 松既に枯れんと欲するを生す法

松すでに色変じ枯れんと欲せば、其まま掘出し、小根の分を鋸にて少しつつ挽かけ、其ひきめを鯣にて巻、藁にてくくりてもとのごとく植ふべし。但なかの太根にさハるべからあず。かくのごとくすれバ頓て生かへり青々と勢よくなる。是奇妙秘伝の法なり。

· 石燈篭並に手水鉢等を早く古べやうの伝

新敷石燈篭手水鉢等を早く古べやうハ、石に黐をぬり、其上へ落葉を多くふりかけて捨をくべし。露霜をき落葉朽て後、白苔つき古くなる事妙なり。青苔をつくるにハ米「ろ」水の渣をさいさいかくれバよく苔蒸也、又蝸牛を砕き其汁を石にこすりつけ木陰にをき切々水を洒ぐべし、白苔見事に生、古くなるなり。

· 泉水の魚を鼬に取さざる法

胡椒を紙に包ミ池の四方に立をくべし。又蝟皮といふものを硝子の徳利のうちに入、泉水の上につり置べし、鼬来ることなし。

□胡椒を紙に包み池の四方に置く。またハリネズミの皮を硝子のトックリの内側に入れ、池の上に吊って置くべきである。鼬が来る事ない。

◇リファレンス

い【〓・蝟】広辞苑

はりねずみ。また、その毛。「〓集」

· 竹を斑にする法

網砂五十匁研細にす　碌礬三十匁研細にす　胆礬二十匁研細　石灰五匁　右調合し水にて和し、竹に何にても紋を点じ乾きたる時あらへバ、其斑紋自然と出たるがごとし。

■竹を植かゆるによき月日の事

竹を植かゆるにハ六月廿日に植べし、つかずといふ事なし。

· 接木さひ芽の薬

青葉の「かっ」香壱匁蓮肉半匁人参五分

右三味粉にして水にてとき、接穂のそぎめにぬればよく接合なり、又さしめの切口にぬりてよく根をおろしそだつなり。

· 催花法

馬の糞を水に浸し澆げバ三四日にして開くべき花もその翼日ことごとくひらくなり

□馬の糞を水に浸して注げば三四日で咲く花もその翌日にほとんど咲いてしまう。

■菓の実落ざる法

社日の菓のなる樹の下を春バ実を結ぶこと牢して落ちる事なし。又実を結バざるにも右のごとくして能なるものなり。

· 松の植やうの事

松を移し植るに春の社日前に土を根につけて裁れば百本移して百本ながらよくそだつなり

· 諸木をふとくする法

諸木をふとくするにハ竪にいくつも切目をつけをくべし、ふとくなるなり。

· 諸木に毛虫つかざる法

諸木に毛虫つかざる法ハ鯣のかしらにあるひらひらを筆の鞘に入れて、其木にいくつもつりさげをくべし、毛虫つかず。
· 池に蛙を放つ事

山城井出の蛙ハ鳴声しほらしくしてやかましからず。多く蛙の鳴てやかましきにハ、井出の蛙を一疋捉らへ来り放せバ余の蛙鳴やむ事妙也。

· 庭坪地形之図

坪の広さ、狭さ多少あり。此図の地形を見て、山水を作るべし。又真行草あって、山も島もなき事あり、石ばかり立るときも此図を以て石を立べし、又よこにいかほどながくおくとも、いかほどふかくとも、此図を以て相はからふべきものなり。

· 石燈篭の図

夫石燈篭より手洗水鉢に至り、石ハ大和国御影石を以て第一の上品とし、丹波国の石を第二とし、山城国白川石を以て第三とし、近江国木戸石を以て第四とす。其外自然石の石燈篭の笠、又ハ自然石の手水鉢等に至りてハ、天のなせる奇物あるべし。其外諸国の珍石海石の手水鉢など尤奇なる物あり、奇物ハ作者の好むところに聚るなれバ強一やうなるべからず。

